
 
 事業の背景                                                  
 
◆市町村が実施する乳児家庭全戸訪問（こんにちは赤ちゃん）事業は、生後 4 カ月ま

での乳児のいるすべての家庭に接する貴重な機会となっています。 
 
◆団体は、この事業を受託している中で、適切なサポートがあれば児童虐待に追い込

まれずに子育てができると思われる孤立しがちな「気になる家庭」に出会いました。 
 
◆子育てをサポートする体制が整わない地域では、「気になる家庭」に気づくことが

できても適切なサポートに結びつけることは困難です。 
 
 事業の概要                                                 
 
◆団体は、自治体のこんにちは赤ちゃん事業及び子育て支援の担当課や保健所と協働

するとともに、地域の団体と連携しながら「気になる家庭」の子育てをサポートす
ることとしました。 

 
◆訪問型のサポートでは、当事者のおもい・こえを受け止め、適切な支援方法（外出

同行、母の不安への寄り添い、母の望むサポートの実施等）をコーディネートした
うえで、その分野における支援を得意とする連携団体とともに家庭訪問を行いまし
た。親子で外出ができない母が親子で行動できるようになったり、専門性のある団
体と連携したため、効果的な支援につなげたりすることができました。 

 
◆少人数型のサロンでは、母の悩みを話したり、共有したりできるように保育付とし

ました。参加者同士がつながり、一緒に「親子の居場所」へ出かける親子もいたな
ど、地域へのつながりへと発展しました。 

 
◆また、子育て親子の居場所では、あえてイベントを行わず、親子だけで触れ合う機

会を設け、そのことが親同士、こども同士の友だちづくりの場になりました。 
 
 
 

 

 

 

 

キーワード 児童虐待 子育て 子ども 孤立防止 見守り 活 動 地 域 京都府 

事 業 名 虐待未然防止のための家庭サポート事業 

事 業 年 度 平成 25 年度 助 成 金 額 2,036 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 働きたいおんなたちのネットワーク 

所 在 地 
〒611-0031 京都府宇治市広野町寺山 17-431 

ＴＥＬ：0774-23-5390 

団 体 Ｈ Ｐ http://www.npohatarakitai.net/ 

 

 
☞家庭訪問は、コーディネーター（団体から１名）の支援プランに基づき、必要な支援を得

意とする連携団体のサポーターが訪問を行いました。母との信頼関係を築くため、コーデ
ィネーターは担当制とし、母の望む支援方法をコーディネートすることができました。 

 
☞行政や他団体との協働やネットワークにより、家庭の状況に応じた必要な支援を適切に届

けることができました。 
 
 

ここに注目！ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

http://www.npohatarakitai.net/
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2013/20130112046-01.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2013/20130112046-01.pdf

